










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行き過ぎた個人主義や享楽主義 是正すべく、平成十八年（二〇〇六） 改正さ た新・教育基本法には「公共の精















れてきた。しかし、三重県の、伊勢市の、神宮が近づく沿線・沿道の景色は、駅前の風 は、参道の景観は如何であろうか。そうでなくても、以前から、複数の外国人から「なぜ伊勢 街は美しくないのか」と問われてきた。 「日本を代表する宗教的な聖地であるならば、駅前の風情から、神宮に向かっての町並みは もっと美 いも でなければならない」「いったい伊勢の都市計画者は何をしてい のか」と 私は叱られてきた。　
私は「日本では行政の都市計画担当者にさしたる権限はない事」 「日本の都市景観は住民の自覚と自発的行動に任


























両陛下）のご成婚は、国民にとって明るい希望であった。国民の間 ご成婚を祝しつつ、伊勢の神宮 参道に石灯籠を献じて、天照大神さまにもこの国を末永く護っていただき い、という祈りが、沸き起こった であった。　













































































































































































































































































者も多いかと思われる。されど、私の志すところは、日本の伝統文化の全体を守ることである。日本の伝統文化 その核心である「心」を守ることである。伊勢 灯籠はその一角を占める重要な要素である。 れしきのものを守れなくて、どうして日本の伝統文化の全体の核心である「心」を、守る とができようか。　
事は、勤務校である皇學館大学の門前の御幸道路で起こった。それを見咎め それを護らんと立ちあがったま 。日本



















－ 一） 「事故」 （ 『伊勢新聞（平成三十年四月十五日付） 』より）
　







は撤去の対象として検討する。灯籠は大きさが四種類あり 高さ約 ．五メートル―六メートル。今回 ものを除き、県道沿いに三百二十八基、国道二十三号沿いに九十九基、市道沿い 八基、伊勢神宮内宮近くの市営駐車場周辺に約八十基ある。市や国は定期検査で灯籠の安全性を確認するという。
（註．一
－ 一
－ 二） 「かさ部分の撤去」 （ 『毎日新聞（平成三十年四月十六日付） 』より）
　






















たった男性が死亡するという、不運な事故が起こりました。今朝の伊勢新聞によれば、三重県知事は伊勢市内の県道沿いのバス停周辺にある石灯籠の笠部分の撤去を進めると決意されたとの由。迅速な御決定は誠 宜しいことであったと存じます。また、これまでも景観の上で「石灯籠を残してほしい」との声もあった、 伝えられています。これも尤もな と存じます。
　　
私は、毎日、この御幸道路を歩いて通勤させていただいております者であります。東京から京都へ、そして伊勢に移り住んで八
年、この御幸道路の景観をこよなく愛 者の一人です。神宮に至る、明治天皇の馬車道として整備され 慶事の度に全国の篤志家から寄贈された石灯籠が作 この景観は、歴史の遺産としても、都市の美的資産とし も、日本のかけがえのない風景と存じます。
　








も、この笠石は灯籠におけ 火袋（ほぶくろ）であり、そもそも れらの は伊勢の神に捧げられ、道を、そして世を照らす灯具（とうぐ）であったわけです。この日本がいつまでも繁栄するよう との祈り 込めら て です。現代の技術をもって工夫るならば、忘れられていた灯籠の本来 使命を取り戻し そ 込められていた先人の方々の志を蘇らせるこ ができます。
　　
費用の掛かることとは拝察いたしますが、設計と試作を経て、大小四種類ほどある笠石（火袋）の型を起 ならば、単価を押えて














































































そこで、私は、笠石（＝火袋（ほぶくろ） ）を軽い材料で作ったレプリカに置き換えていくことを 広く国民の皆様に訴え きた
く存じます。その一歩として、実際に原寸大の笠石笠石（＝火袋（ほぶくろ） ）のレプリカ模型を作りましたので、ご紹介を申し上げます。
　　






明の明かりで照らし、神宮を護持し、神国日本の永遠 繁栄（＝彌栄（いやさか） ）を祈らんとして、篤志をもって捧げたものであります。灯籠の形は、ひとつひとつ、祠（ほこら）を象（かたど）った姿をしていま 一つ一つに精霊が宿るお社（や ろ）の姿の灯籠によって、魔を祓って遠ざけて、聖なる都市、神都に相応しい景観が創られ きたのです。これらの灯籠の全てが撤去されるということは、景観 みならず、国家の国民の伊勢神宮への崇敬心 な がしろにする行為と存じます。
　　
では、景観と安全を両立させる方法はあるのか。それが私の「笠石（＝火袋（ほぶくろ） ）をレプリカに交換する提案」の目指すと








































































































「伊勢の豊受大神宮（外宮）から皇大神宮（内宮）の間に設置されている石灯籠の、安全と景観を確保 ながらこれを保存し、伊勢ならではの文化を継承するため、これ 石灯籠の管理の保存と管理をすることを目的とする。 （略）
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「三重県伊勢市の県道沿 で四月に起き の落下死亡事故を受け 県などが進めていた市内五百基余りの石灯籠 全撤去作業について、国、県、 が四日、終了のめどを発表した。県は五日、市は十三日、国 十月中には完了し、約六十年続 不法占有状態が解消される。石灯籠は高さ二
. 四～六メートル。市内の国道、県道、市道沿いなどにあり、死亡事故を受けて国、県、市がそれぞれ














































































































































































































































「御幸道路ほか」は、外宮と内宮を結ぶ動線として、また 鉄道駅と役場や学校等の拠点を結ぶ生活動線として、車、バス、自転車、歩行者等の多様な移動で利用される。今後の地域振興を支える道に育て いくためには、外宮と内宮だけでなく、地域全体の活性化が促進されるよう、 「御幸道路ほか」が軸線の一つとなっ 市内に点在する観光資源を結びつけ、人の流動を安全かつ円滑に支えられるようにしていかなければならない。そのためには、それぞれのゾーン（区間）の特性に適した移動手段の可能性 探求し、それ合った道路空間を構築していく必要がある。 」
（註．一
－ 三
－ 五） 「渡りに船」 『伊勢新聞』 （平成三十年（二〇一八）五月九日）
　
「大観小観：伊勢市の 沿いの石灯籠を全て撤去する県などの方針に皇学館大准教授が「いかにも拙速」 。地元の大学関係者にさえそう映っていることに驚く。県の包括外部監査人が撤去か許可か、早急に不法占有状態 解消すべきだと提言したのは平成二十五年二月だ。奉献目的で昭和三十年十二月、県道占用許可を受けて建立した団体は同三十九年に解散。以降、老朽化に伴い安全性 懸念が持たれるようになったと監査人は指摘し 許可時点で団体の法的性格や責任窓口 確認しておくべきであり 占用許可の切れる三十二年一月段階で許可継続が撤去の判断、行動 されず「時間だけが経過して まっ 」ことが、禍根を今に 将来に残 ことになったという意見だ。監査の三年前、建て替え事業を企画した社団法人に占有 を与えなが 、粉飾決算や違法リベートなどで解
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散命令を出すに至った事件にも触れているが、県の関わりは不明。当時の新聞は、市長のお墨付きで多額の寄付が集まったこと、 「県から紹介を受けたので信頼した」という市の担当課長の談話などを掲載している。その後、県は「地方公共団体でなければ許可しない」という方針に一変した。複数申請はあるが裏社会との関係が懸念される団体もある。選別の難しさが背景にあり、県自身は、触らぬ神にたたりなしを決め込んでしまった。監査報告を受けて、鈴木英敬知事も「危険灯籠の撤去」 。国と市との協議で一転、全撤去に踏み込んだ。 「拙速」というより「怠慢」 「放置」 あげく 「渡りに船」ではないか。 」
（註．二
－ 一
－ 一） 「灯台」 （小学館『日本大百科全書（ニッポニカ） 』 ）
　
「 （略）灯台の起源は夜航海の始まりと時を同じくすると考えられ 。エジプト 地中海沿岸に沿ってリビア人が塔を建て、火を燃やしたのが記録に残る最初の灯台とされている。世界七不思議の一つ、 「アレクサンドリアのファロス」とよばれた灯台は、エジプトのプトレマイオス王朝時代、ソストラタスによって紀元前三世紀に建てられ その高さが二百フィート（約六十一メートル）以上もあったといわれる。このほか一五八四年から一六一一年までかかって西フランスのガロンヌ河口に建てられたコルドアン灯台などが有名であるが、こ らは灯台であ とともに、内部に礼拝堂や僧侶（そうりょ）の居室をもった神殿でもあった。 （略）日本では壱岐（いき） 、対馬（つしま） 、筑紫（つくし）に六六四年（天智天皇三年） 「烽（のろし） 」を設けて海岸防備と遣唐使船の目標を兼ねたのが灯台の始めとされて る。その後、和式灯台 して十六世紀末から明治の初めまでは灯籠式油灯明台（住吉 浦賀などが有名）が設けられた。 （略） ［倉石忠彦］ 」
（註．二
－ 一
－ 二） 「石灯籠」 （吉川弘文館『國史大辞典』 ）
　






－ 三） 「日本最古の石灯籠」 （小学館『日本大百科全書（ニッポニカ） 』 ）
　





























「石は黙して語らぬというが、私たちが研究を深めて行けば、かれらは無限に語ってくれるのである。旅路を重ね、石の語るところを聞くこと 、実に楽しく深い情緒を覚える。そうしたことを読者に伝え、多くの人が石の語るところを自分の力で聞くようになってもらいたい 考えて、その助言のために本書では れぞれの土地について、石造美術の形について、人間の歴史や信仰について、どのように問いかけて行くかというこ を、すべて基本的に平易に述べた。 」
（註．二
－ 一
－ 七） 「正面に一基」 （吉川弘文堂『國史大辞典』 「石灯籠」より）
　
「 （略）仏堂または社殿の正面に一基立 るのが古制で、一対として立てるのは現存例からい ば安土桃山時代初期からである。また室町時代以降、祈願 め 石燈籠を社寺に奉納する風も生じ 安土桃山・江戸時代では権力 の廟や社に、恩顧を受けた多くの人が石燈籠を奉献した例もある。 （略） ［川勝政太郎］ 」
（註．二
－ 一
－ 八） 「春日大社の万灯籠」 （春日大社ＨＰより）
　








興福寺大乗院の尋尊僧正の日記で、今から五百年余り前の文明七年七月二十八日、 「祈雨のため、南都の郷民、春日社頭から興福寺南円堂まで、燈籠を懸く」とあり、当時は木 柱に横木をつけ、それに行燈か提灯の様な手作りの仮設の燈籠を懸け行っていたと考えられます。故に浄火 献じて神様に様々な祈願をすることが万燈籠です。 」
（註．二
－ 二
－ 一） 「庭園に石灯籠を置く」 （吉川弘文堂『國史大辞典』 「石灯籠」より）
　
「庭園に石燈籠を置くことは安土桃山時代に発達した露地（茶庭）から始まった。露地の照明と添景を目的とするもので、石燈籠の歴史に大きい変化を与えた。 （略） ［川勝政太郎］ 」
（註．二
－ 二


















「木製の灯籠のこと。屋根形の笠で、四方形の火袋（ひぶくろ）に十文字の格子を入れ、障子張としたものが多い。釣り灯籠にしたものや、栗丸太を立て、十文字に添え木を渡してその上に置く場合もある『石州三百ヶ条』には「木灯籠口伝有」として、露地の景色に昼間も「ぼくの上又は石なとの上にのせ置候てもよく候ハんと申され候 それより石州ハ木灯籠其儘差置被申候也」と記す 千利休や千宗旦の好みも伝えられる。 」
（註．二
－ 二























「伊勢音頭に「せめて一生に一度でも」と唄われ、伊勢が多くの参宮客を集めた背景には、平安時代後期頃に形成しはじめた御師（おんし）の存在によるところが大きい。神宮はもともと私幣禁断であったが、中級神主である権禰宜（ごんねぎ）が、神戸や神田、あるいは新設 神宮荘園の御厨（みくりや） ・御園（みその）に派遣され、徴税とともにそこに住む人々の祈祷願いを受け付け、御師が生まれたという。 （略）江戸時代、最も多 時、宇治に二百七十一家、山田に六百十五家の御師があったという。檀家（檀那・道者ともいう）は、北は北海道の南端から南は薩摩（鹿児島県）にまで及び 全人口の八から九割であった。 （略）御師は回檀（かいだん）（＝御師の家来（代官・手代・先達）が年一回から三回、全国の檀家廻りをすること）のおりに伊勢参宮を勧めそのシステムを整えたため、江戸時代の街道整備とともに、代参や抜け参り、あるいはおかげ参 という形で、多くの人々が伊勢参宮をするようになった。檀家の参宮に当って 六軒（松阪市）や明野（小俣町） たりまで迎送し、御師邸に宿泊させ、お神楽をあげ、酒とともに伊勢の山海の珍味、羽二重 布団でもてなし、両 参拝、朝熊・二見などの名所旧跡、古市 案内して、あこ れの伊勢参宮を演出した。 （略） 」
（註．三
－ 一
























「伊勢参宮には多額の経費がかかったため、村や職場の仲間で「講」をつくり、貯金をしたり、講の田を決めて、その収穫で参宮費用を賄った。講を組んだ仲間から数人の代表が参宮をする「代参」を行なった。色々な講名で呼ばれ 参宮する際には 街道中の宿「講宿」に、その講の名を記した「講札」が掲げられた。 」
（註．三
－ 一
－ 四） 「太神宮石灯（だいじんぐうせきとう） （
≑ おかげ灯籠） 」例えば大東市には七か所の太神宮石灯が遺されている。大




































































































寄金によって建て、そして参宮の人々のため便ならしめ、時にはその灯りが長旅の参宮道中のはげましとなり、又村人達が日々夜を常夜灯に寄っては、遥かに大神宮に敬虔な祈りを捧げたことを思い遣り、吾もまた伊勢の大神の宮への熱い祈りを これらの常夜燈と今に響き合わせ 心満たされようとして、懐かしささえ感じながら尋ね歩き、会い、眺め、写し、集める小旅行を重ねたものである。 （中略）参宮常夜燈を表の街道に建つも に限らず、村里中の辻や神社の前に建つものまで、私の方針としては広く求めていく。それについては、常夜燈の竿石に彫られた銘文は表街道のもの 里深く入った中の道のものいずれも 他に、単に「常夜燈」とのみ彫ら たものもあるわけだが、どの辺 ものまでを「参宮常夜燈」と呼んで取り上げるべ かはむづかしい。例えば山里深く街道より入り込んだ地で 、 「太一」 大神宮」 「両宮」などと彫られてあれば断然「参宮常夜燈」とするし、その他 隣 に単に「常夜燈」 「献灯」などと彫られた 燈があれば、これま 相連 るものとし 「参宮常夜燈」として挙げる心算である （略） 」
　
同二頁「平成三年現在／三重県四三一基、岐阜県一〇八基 奈良県二六七基、大阪府六六基、滋賀県四三基 京都府六基、和歌山県二基、兵庫県二基、岡山県二基、愛知県三 （略） 」
（註．三
－ 二














































「御幸道路は外宮と内宮とを結ぶ国道として明治四十三年に完成し、現在は県道十二号線（国道二十三号線と一部重複） ・三十七号線の一部となっている。御幸道路完成以前の外宮と内宮とを結ぶ国道は、岡本町から小田橋を渡って尾上坂・古市町・浦田坂（牛谷坂）を経由する道（両宮街道）であったが、道幅が狭く勾配が急という問題があった。 （中略）両宮街道を「相当の道幅及ヒ路面」にする必要性は県当局も認識しており、三十九年に両宮街 の改修あるいは新ルートの調査が開始された。 （略）その（調査の）結果両宮街道は倉田山を経由する新ルートに設定された（略） 。神苑会の「倉田山ノ事業」とは、徴古館建設をはじめとする倉田山の一大神苑地化事業のことである。明治四十二年の式年遷宮までの完成を期し、完成後は神宮司庁への寄付が予定されていた。そし 内務省は両宮街道がこ 倉田山＝神域を経由する う 求め、それを条件に五十％という高 国庫補助率を認めたのである。 にノ道幅及ヒ路面」を持たせたうえで、内務省が提示した条件 考慮すれば、倉田山を経由する両宮街道の実質的な新設＝御幸 路という結論はごく自然であっ 。 」
（註．三
－ 二
































































































































り「式年遷宮の広報を展開し、中でも神宮 宝物や御装束神宝を全国各地で展示し 伊勢神宮展覧会と、綜合美術展覧会は特筆すべき事業であった。 （略）このような活動が功を奏し、奉賛金は目標を超過 七億一〇〇〇万円 上った。その中には在ブラジルなど海外同胞からの一四〇〇万円の寄付金が含まれていた。二十 （一九五三）十月二日皇大神宮の遷御が古式通りに執り行われ 。勅使甘露寺受長掌典長、北白川房子神宮 主、佐佐木行忠大宮司以下百数十名が奉仕、鷹司神社本庁統理は衣冠で供奉し 参列員は皇
─ 146 ─
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－ 一） 『伊勢新聞』平成三十年（二〇一八）十二月二十五日一面トップ。 「一年を振り返って［九］伊勢市の石灯籠死亡事

















































































































































































































































































伊勢の石灯籠の景観と安全の再生（岩崎）Reconstruction of the Landscape of Ise with the Stone Lanterns
Masaya  IWASAKI
Abstract
　  This paper clarifies the history, the meaning, and the role of stone 
lanterns which had been put on both sides of the approach street “Miyuki-
dori ” to Ise Shrine “Naiku ”, and were removed in spring of 2018, and 
suggests concrete proposals for its reconstruction in future for the landscape 
of Ise.
Keywords  :   Ise , stone lanterns, Miyuki-dori , landscape 
